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すみっコぐらし～ここがおちつくんです 
朝、校長室に来てくれる子どもの

ふとした一言にいつもほのぼのとし

た気持ちにさせられています。先

日、ある子が「ここがおちつくんさ

なあ」とつぶやきました。本来、校

長室はどの教室よりも緊張する場所

のはず。あまりに意外で、でもそう

あってほしいと開いた場所なので嬉

しすぎてその時は何も言えませんで

した。すみっコぐらしという大人に

も子どもにも大人気のキャラクター

があります。寒がりな「しろく

ま」、食べ残しの「えびふらいのし

っぽ」など部屋の隅っこが大好き

な、名前も色も表情も可愛らしいキャラクターです。個人や年齢にもよりますが、子ども

も大人も「目立ちたくない」や「人前にたちたくない」という思いで生活をしている人も

いるでしょう。作者のよこみぞゆりさんは「みんなが前にでるタイプでなくてもよい」

「それでも人生は大丈夫」という思いを作品にこめたそうです。知らず知らずのうちに他

人と比較し、“自分はできないだめな存在”だ”と思って自信や活力を失ってしまう人が

現代の世の中で子どもも大人も多くなっているのではないでしょうか。今、すみっコぐら

しのキャラクターが大人にも子どもにも人気があるのは単に可愛いからだけではなく“あ

りのままのあなたで大丈夫だよ”というコンセプトに共感をしているからだと思います。

すみっコでもいい、人にとって落ち着く場所、ホッとできる場所はとても必要だと思いま

す。ホッとできる場所があればエネルギーを充填して、また、頑張ることができるでしょ

う。子どもたちにとって家庭や校長室、各教室が“ここがおちつくんです”という場所で

あってほしいなあと思います。 

６年生を送る会を行いました 
 １学期の朝会で６年生児童が「これまでコロナ禍でいろいろな行事が中止となってきま

した。今年はみんなが楽しい行事をいっぱい考えます」と言っている姿がとても一勝的で

した。６年生はその言葉通り、アイデアを出し合いながら、全校の児童が楽しく過ごせる

よう計画してくれました。今日は５年生を中心に在校生全員が「６年生によ 

ろこんでもらうにはどうすればよいか」を考え、練習を重ねてきました。 

 ６年生も在校生もみんなが楽しめる、温かい「６年生を送る会」を行うこと 

ができました。（右のQRコードで２年生の発表の一部が視聴できます） 

▲校長室では校長がすみっこにいます 


